　避難 (ひなん)する際 (さい)の注意点 (ちゅういてん)（２）
外 (そと)を歩 (ある)く時 (とき)にも注意 (ちゅうい)。周囲 (しゅうい)の人 (ひと)と協力 (きょうりょく)して安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)へ
大 (おお)きな地震 (じしん)のあと、外 (そと)を歩 (ある)くときには注意 (ちゅうい)が必要 (ひつよう)です。
地震 (じしん)の揺 (ゆ)れで、周囲 (しゅうい)の建物 (たてもの)の窓 (まど)ガラスにひびが入 (はい)っていたり、壁 (かべ)に亀裂 (きれつ)が生 (しょう)じていたりするおそれがあります。
移動 (いどう)している途中 (とちゅう)で、余震 (よしん)が起 (お)きるかもしれません。
落下物 (らっかぶつ)や壁 (かべ)、塀 (へい)などの倒壊 (とうかい)に注意 (ちゅうい)してください。
建物 (たてもの)の壁 (かべ)ぎわや自動販売機 (じどうはんばいき)の近 (ちか)くなどは歩 (ある)かず、カバンなどを持 (も)っていれば、落下物 (らっかぶつ)に備 (そな)えて頭 (あたま)を保護 (ほご)するようにしてください。
また、できるだけ一人 (ひとり)では動 (うご)かず、周囲 (しゅうい)の人 (ひと)たちと協力 (きょうりょく)しながら、避難所 (ひなんじょ)や公園 (こうえん)など比較的 (ひかくてき)安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)に向 (む)かってください。



地震 (じしん)　逃 (に)げるときに注意 (ちゅうい)すること（２）
外 (そと)を歩 (ある)く時 (とき)にも注意 (ちゅうい)。近 (ちか)くの人 (ひと)と協力 (きょうりょく)して安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)へ
大 (おお)きな地震 (じしん)のあと、外 (そと)を歩 (ある)くときには注意 (ちゅうい)が必要 (ひつよう)です。
地震 (じしん)で、建物 (たてもの)の窓 (まど)ガラスや壁 (かべ)が割 (わ)れているかもしれません。
逃 (に)げているときに、また地震 (じしん)が起 (お)きるかもしれません。
上 (うえ)から物 (もの)が落 (お)ちてきたり、壁 (かべ)が壊 (こわ)れたりするかもしれないので気 (き)をつけてください。
建物 (たてもの)の壁 (かべ)や自動販売機 (じどうはんばいき)の近 (ちか)くなどは歩 (ある)かないほうがいいです。
上 (うえ)から物 (もの)が落 (お)ちてくるかもしれないので、カバンなどで頭 (あたま)を守 (まも)ってください。
できるだけ一人 (ひとり)で逃 (に)げないで、近 (ちか)くにいる人 (ひと)たちと協力 (きょうりょく)しながら、避難所 (ひなんじょ)や公園 (こうえん)など安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)に逃 (に)げてください。
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